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ロ頭

支部幹事長 兒玉裕二  (北海道大学低温科学研究所)

「災害は進化する」とよく言われます。雪氷災害の分野でもそれは例外ではありません。

科学技術の進歩に伴って人間活動が及ぶ範囲は拡大しています。例えば都会に住む人々は以

前より容易に山間地帯へ立ち入ることが出来るようになりました。数年前に発生したニセコ

のスキー場外での雪崩事故はその一例です。人間の行動のモラルに関わる一面もあるかもし

れませんが、地元の人々にはまさかと思われるような危険な場所に簡単に行けるようになつ

たことは確かです。りっばな道路も山の奥まで延びるようになりました。より便利になった

ことにより人間活動の場が広がり、新しい災害の要因が増加することも考えられます。

地球温暖化も雪氷災害が変化する大きな要因になると考えられます。このまま温暖化が進

行すると、数十年後には東京の気温は現在の宮崎市の気温と同等になるという予測が出てい

ます。同じようなことは北海道の降雪・積雪に関しても言うことが出来、例えば、北海道の

降雪・積雪は数十年後には今の東北地方のそれと同等になるかもしれません。さらさらの降

雪に替わって湿った雪が多く降るようになり、斜面での雪の積もり方が変わったり、さらに

は電線への着雪が多くなることにより、今までは考えられなかった所での雪崩の発生や電線

着雪による事故の増加が懸念されます。実際、道路雪崩の現場の人に伺うと、以前には考え

られなかつた道路法面での雪崩の発生があるということでした。これは一概に温暖化による

とは性急に結論付けることが出来ませんが、温暖化によって降雪のパターンや雪質が変化す

ることは十分考えられ、それに伴って災害の質が変化するだろうことは推測できます。また、

温暖化は降雪・積雪自身の変化に影響を及ぼすだけではなく、その環境にも変化をもたらす

かもしれません。以前には考えられなかった道路法面での雪崩の発生は法面での植生の変化、

例えば笹の侵入が全層雪崩を誘発したのかもしれません。冬期の降雨の頻度も多くなること

が考えられ、降雨に伴う積雪の雪質や安定度の変化も考えられます。

中越地方は昨年秋に大地震が発生しその上、冬には大雪に見舞われました。地震で不安定

化した建物や地盤に対し、例年にない大雪が加わったことで、災害がどのように加重された

のか検証を待つところです。学会サイドとしてもこのような複合的な雪氷災害を研究し、提

言出来るようにすることも重要になってきていると思われます。

今年の全国大会は北海道支部が実行を担当し、旭川で開かれます。例年の全国大会と大き

く違うところは雪氷工学会との共同開催であり、「雪氷研究週間 in旭川」と銘打って9月 26

日から開催されます。基礎的な雪氷研究に加えて応用工学的な面からの、進化した雪氷災害

に対する研究成果の発表が期待されます。また「中越地震から学ぶもの」というテーマで公

開シンポジウムも開かれる予定となっています。会員の皆様の参加・ご協力のもと、成功裏

に終わることを切に望んでいます。
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